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数学科学習指導案

学 級：３年２組 標準コース １８人

場 所：２ 年 ３ 組 教 室

指導者：教諭 油 田 深 作

１ 単元名 「相似な図形」

２ 単元について

(1) 教材観

小学校では，第５学年で図形の合同，第６学年で縮図や拡大図及び図形の対称性について学習してき

ている。このように，ものの形についての観察や構成などの活動を通して，図形の構成する要素に少し

ずつ着目できるようになり，基本的な図形をかいたり，作ったり，それを用いて平面を敷き詰めたりす

ることの学習を通して，図形に対する見方が次第に豊かになってきている。

中学校の「図形」領域において，生徒は初めて論証の学習にふれることとなる。第１学年では，平面

図形や空間図形について，観察・操作や実験を通して，図形に対する直感的な見方や考え方を深めてい

る。第２学年では，平面図形の性質を基に，論理的に考察する能力を養ってきている。そして，第３学

年では，図形の相似や三平方の定理について理解し，それらを図形の性質の考察や計量に用いる能力を

伸ばすとともに，図形について見通しをもって論理的に考察し表現する能力を伸ばすことをねらいとし

ている。

本単元「相似な図形」は，今まで学習してきた内容を基に，様々な図形の性質について推論し，論理

的に考察する能力を伸ばすために適切な題材である。生徒は，三角形の相似条件などを用いた図形の性

質の証明を学習し，様々な図形に対して，相似な図形や平行線と比の性質を活用しながら，図形を論理

的に考察することができるようになる。

(2) 生徒観

本コースの生徒は，学習（予習学習も含めて）への取組は真面目で，明るい雰囲気の中で授業が展開

できている。しかし，自分の考えを積極的に述べることに関しては，十分とはいえない。また，ＮＲＴ

の分析では，図形領域の通過率は全国平均よりやや低い。小問内容では，特に，合同な三角形を利用し

て図形の性質を証明する問題の通過率が低い。既習内容を再度確認し，学習のつながりを意識させなが

ら，学習を進めていく必要がある。

(3) 指導観

本校では，１，３年生を本人の希望により，１学級を習熟度別の基本・標準の２コースに分け，指導

している。基本コースでは，基礎・基本の定着を図ることを主目的として授業設計を行っている。標準

コースでは，基礎・基本の定着を基に，数学を活用して考えたり判断したりする活動を多く取り入れた

授業設計を行っている。

標準コースの本単元の指導に当たっては，まず，単元の導入時において，相似な図形の学習に必要と

なる既習内容を振り返らせたい。次に，１単位時間の授業においては，課題把握や見通しの段階で，前

時の学習内容と予習学習の確認を行い，日常事象と関連のある学習問題や多様な考え方で解決できる学

習問題を提示し，ＩＣＴを利用するなどして学習課題を把握させたい。また，既習事項を意識させなが

ら数学の活用を促す発問を工夫して，見通しをもたせていきたい。相互解決の段階では，根拠を明らか

にして数学的な表現を用いて説明させるような発問を工夫して，ペア学習による言語活動を充実させて

いきたい。まとめの段階では，学習内容の確実な定着を図るために，自分の力で数学的な表現を用いて

まとめさせるようにしていきたい。また，基礎的・基本的な知識及び技能を確実に身に付けさせた上で，

数学的に考える力を高め，数学を学ぶ楽しさや意義を実感できるような学習を進めていきたい。
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３ 単元の指導目標

○ 平面図形の相似の意味や三角形の相似条件について理解させる。

○ 三角形の相似条件などを利用して，図形の基本的な性質を論理的に確かめることができるようにする。

○ 平行線と線分の比についての性質を見いだし，それらを調べることができるようにする。

○ 立体の相似の意味と，相似な図形の相似比や面積比及び体積比の関係を理解させる。

○ 相似な図形の性質を具体的な場面で活用することができるようにする。

４ 単元の指導計画

(1) 単元の評価規準

ア 数学への関心・意欲 イ 数学的な見方や考え ウ 数学的な技能 エ 数量や図形などに

・態度 方 ついての知識・理解

① 相似な図形の性質に関心 ① 図形の性質を見いだすこ ① 相似な二つの図形の辺や ① 図形の相似の意味や相

をもち，それについて調べ とができる。 角の関係を，記号を用いて 似な図形の性質を理解し

たり，それを用いて考えた 表したり，その意味を読み ている。

りしようとしている。 取ったりすることができる。

② 相似な図形の性質を用い

て，相似な図形の対応する

辺の長さを求めることがで

きる。

② 三角形の相似条件に関心 ② 三角形の合同条件を基に ③ 二つの三角形が相似であ ② 三角形の相似条件を理

をもち，それについて考え して，二つの三角形が相似 ることや，辺や角の関係な 解している。

たり，それを用いて証明し になるための条件を見いだ どを記号で表したり，その

たりしようとしている。 すことができる。 意味を読み取ったりするこ

③ 見いだした図形の性質を， とができる。

三角形の相似条件を用いて ④ １点を中心として図形を

証明することができる。 拡大または縮小し，相似な

図形をかくことができる。

③ 平行線と線分の比の関係 ④ 平行線と線分の比につい ⑤ 平行線と線分の比につい ③ 平行線と線分の比につ

に関心をもち，平行線の性 ての性質を，平行線の性質 ての性質を，記号を用いて いての性質や中点連結定

質や三角形の相似条件を用 や三角形の相似条件を用い 表したり，その意味を読み 理を理解している。

いて証明しようとしている。 て証明することができる。 取ったりすることができる。

⑥ 平行線と線分の比につい

ての性質を用いて，線分の

長さなどを求めることがで

きる。

④ 相似な図形の相似比と面 ⑤ 相似な図形の相似比と面 ⑦ ある図形の面積や体積が ④ 相似な図形の相似比と

積比及び体積比に関心をも 積比及び体積比を調べ，文 わかっているとき，その図 面積比及び体積比や，そ

ち，それらの関係について 字式を用いるなどしてそれ 形と相似な図形の面積や体 れらの関係について理解

考えようとしている。 らの関係について考えるこ 積を相似比を基にして求め している。

とができる。 ることができる。

⑤ 相似な図形の性質を用い ⑥ 図形の中に相似な図形を ⑧ 図形の辺の比の関係を求 ⑤ 日常生活で相似な図形

て具体的な事象を捉えるこ 見いだしたり，日常事象を めたり，直接測定できない の性質を利用している場

とに関心をもち，問題の解 理想化や単純化することで 高さや距離などを縮図をか 面を理解している。

決に生かそうとしている。 相似な図形とみなしたりし いて求めたりすることがで

て，相似な図形の性質を用 きる。

いることで，図形の性質な

どを考えることができる。
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(2) 単元の指導と評価の計画

節 時 指導内容 評価規準

○ 相似の学習に必要な学習内容を振り返らせる。 ア－①

１ ○ 拡大・縮小，拡大図・縮図の意味を理解させる。 ウ－①

○ 図形を拡大・縮小するという操作を通して，相似の意味を理解させる。

２ ○ 相似な図形の性質や相似比について理解させる。 イ－①

相 エ－①

似 ３ ○ 相似比を利用して，対応する辺の長さを求めることができるようにする。 ウ－②

な ４ ○ 拡大図のかき方を通して，三角形の相似条件を理解させる。 イ－②

図 ウ－③

形 エ－②

５ ○ 三角形の相似条件を用いて，簡単な図形の性質を証明することができる ア－②

ようにする。 イ－③

６ ○ 相似の位置の意味を理解し，拡大図・縮図をかくことができるようにす ウ－④

る。

７ ○ 縮図を利用した高さや距離の求め方について考えさせる。 ア－⑤

ウ－⑧

エ－⑤

８ ○ 「確かめよう」を利用し，これまでの学習を振り返らせる。

９ ○ 三角形の１辺に平行な直線が他の２辺と交わるときそれぞれの交点は， ア－③

その２辺を等しい比に分けることを考えさせる。 ウ－⑤

10 ○ 「平行線と比」の定理を利用して，線分の長さを求めることができるよ ウ－⑥

うにする。

平 11 ○ 「平行線と比」の定理を利用して，線分を等分することができるように ウ－⑥

行 する。

線 12 ○ 三角形の２辺を等しい比に分ける２点を結べば，その線分は残りの辺に イ－④

と 平行になることを考えさせる。 エ－③

相 13 ○ 「比と平行線」の定理の特別な場合として，中点連結定理を理解させる。 エ－③

似 14 ○ 中点連結定理を利用することができるようにする。 ウ－⑥

15 ○ 相似な三角形の性質や平行線と比の定理などを利用して，辺の長さを求 イ－⑥

本 める方法を考えさせ，求めさせる。

時

16 ○ 「確かめよう」を利用し，これまでの学習を振り返らせる。

17 ○ 図形の相似比と面積比の関係を理解させる。 ア－④

イ－⑤

相 エ－④

似 18 ○ 相似な図形の相似比と面積比の関係を用いて，図形の面積を求めること ウ－⑦

と ができるようにする。

計 19 ○ 相似な立体の相似比と表面積比及び体積比の関係を用いて，立体の表面 ウ－⑦

量 積や体積を求めることができるようにする。 エ－④

20 ○ 「確かめよう」「５章のまとめと問題」を利用し，これまでの学習を振

り返らせる。

21 ○ 単元テストで学習内容の定着を確認させる。
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５ 本時の判断基準の設定（15／21）

評価規準 「数学的な見方や考え方」

○ 相似な図形の性質を利用して，問題を解決することができ，その過程を他者に根

拠を明らかにして説明することができる。

評価の場面 ○ 見通しや自力解決で，相似な図形を見つけ，その性質を使って長さを求める場面

○ 発表している場面

評価の対象 ○ ノートの記述や説明の仕方の観察

○ 発表の仕方の観察

判断の要素 ○ 相似な図形に気付き，その性質を利用して長さを求め，求め方を説明できる。

ア 相似な図形に気付き，そのことを説明できる。

イ 相似比を使って長さを求め，その求め方を説明できる。

尺度 判断基準

○ 相似な図形に気付き，その性質を利用して長さを求め，求め方を説明できる。

【予想される生徒の反応例】

ア 相似な図形に気付き，そのことを説明できる。

△ＰＢＱに△ＤＣＱおいて

Ｂ 仮定より ∠ＰＱＢ＝∠ＤＱＣ

∠ＰＢＱ＝∠ＤＣＱ＝９０°

２組の角がそれぞれ等しいから

△ＰＢＱ∽△ＤＣＱ

イ 相似比を利用して長さを求め，その求め方を説明できる。

ＢＱ＝χ cm とする

χ：(240 －χ)＝２：３

χ＝ 96

χ 240 －χ

Ａ ○ Ｂに加えて，線対称の性質を利用して，長さの求め方を説明できる。

６ 本時の実際（15／21）

(1) 主題名 「平行線と相似」

(2) 学習目標

○ 相似な図形の性質を利用して，問題を解決することができ，その過程を他者に根拠を明らかにして

説明することができる。（数学的な見方や考え方）

(3) 研究仮説に沿った授業設計の視点

ア 学習問題の工夫

ビリヤードという日常事象の場面を学習問題に設定し，その中に潜む「玉の軌跡によってできる２

つの三角形は相似であること」「穴に入る玉の軌跡は最短距離になるということ」などに気付かせ，

既習事項と関連付けて学習問題を解決させたい。

イ 発問の工夫

見通しの段階で，「これまで学習してきた内容で，どんなことが利用できそうかな。」といった既

習事項を意識させ，数学の活用を促す発問を行う。

自力解決の段階で，判断基準Ｂ状況を満たしていない生徒には，「相似な三角形はどれだろうか。」

「どうして相似といえるだろうか。」「相似な図形で，辺の長さを求めるとき，どのようにして求め

たかな。」といった既習事項を意識させ，数学の活用を促す発問を行う。また，判断基準Ｂ状況を満

たしている生徒には，「他の考え方で求めることはできないかな。」「予習学習の内容は利用できない

２
３

Ａ
Ｐ

Ｂ

Ｄ

Ｑ Ｃ
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だろうか。」といった思考の深まりや広がりを促す発問を行う。

相互解決の段階で，「どうしたら分かりやすく説明できるかな。」といった根拠を明らかにして，

数学的な表現を用いて説明させる発問を行う。

(4) 授業の展開 発問

過 時 形
学習活動 指導上の留意点 仮説実証の視点

程 間 態

１ 予習課題の内容を確認する。 ・ 予習学習を確認させ，

正方形ＡＢＣＤの辺ＡＢ上に 既習内容（最短距離の作

一 中点Ｐ，辺ＢＣ上に点Ｑをとる 図方法，線対称，対頂角，

斉 とき，ＰＱ＋ＱＤが最短距離に 合同な三角形，相似な三

なるように点Ｑを作図せよ。 角形）を振り返らせる。

Ａ Ｄ

Ｐ

Ｂ Ｃ

課

題 10 ２ 学習問題を把握する。 ・ ＩＣＴを利用する。 視点ア

把 分 右の図のように，縦 120cm， 日常事象と関連付

握 横 240cm の長方形のビリヤード台 Ａ Ｄ け，数学を活用して考

がある。点Ａから 40cm 離れた点 えたり，判断したりす

一 Ｐから打ち出した玉を，辺ＢＣ る学習問題を設定す

斉 上の点Ｑではね返し，Ｄの穴に入れ る。

たい。 Ｂ Ｃ

このとき，ＢＱの長さを求めなさい。

（ただし，玉はあたった角度と同じ角度ではね返ります。）

一

斉 ３ 学習課題を把握する。

ＢＱの長さを求めるには，どうしたらいいだろうか。

４ 解決の見通しを持つ。 視点イ

＜反応例＞ ・ ＢＱの長さを求め 課題解決の見通しを

見 ５ 一 ・ 三角形の相似が使えそう。 るのに，これまで学 もたせるために，既習

通 分 斉 ・ 比例式を立てればいい。 習してきた内容で， 事項を意識させ，数学

し ・ 線対称を利用すれば，解け どんなことが利用で の活用を促す発問を行

そうだ。 きそうかな。 う。

５ 学習課題に取り組む。 ・ 判断基準Ｂ状況を満た 視点イ

＜反応例１＞ していない生徒には，補 相似な図形を見つ

・ 相似な三角形を利用して， 充指導を行う。 け，相似比を利用する

比例式で求める。 ・ 相似な三角形は， ことを促す発問を行

２組の角がそれぞれ等しい どれだろうか。 う。

自 から，△ＰＢＱ∽△ＤＣＱ ・ どうして相似とい

力 10 個 ＢＱ＝χ cm とすると えるだろうか。

解 分 χ：(240 －χ)＝２：３ ・ 相似な図形で，辺

決 χ＝ 96 の長さを求めるとき

は，どのようにして

求めたかな。

Ｐ

Ｑ
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過 時 形
学習活動 指導上の留意点 仮説実証の視点

程 間 態

＜反応例２＞ ・ 判断基準Ｂ状況を満た 視点イ

・ 線対称を利用して，相似な している生徒には，深化 思考の深まりや広が

三角形または平行線と比の性 指導を行う。 りを促す発問を行う。

質で求める。 ・ 他の考え方で求め

A D ることはできないか

な。

・ 予習学習の内容は

利用できないだろう

か。

Ａ Ｄ

６ お互いの考えを説明し合い，検 視点イ

ペ 討し合う。また，自分の考えと比 ・ どうしたら分かり 根拠を明らかにして

ア 較する。 やすく説明できるか 数学的な表現を用いて

相 な。 説明させる発問を行

互 15 ・ 友達の考えは，自 う。

解 分 分とどんなところが

決 違っているかな。

一 ７ 学習課題の解決の方法を確認す

斉 る。

８ 学習のまとめをする。

個 三角形の相似を利用して，比例式を立てて，求めることが

できる。

ま 10

と 分 ９ 評価問題に取り組む。 ・ 机間指導を行い，確認

め 個 点Ｐが辺ＡＢの中点のとき， する。

ＢＱの長さを求めなさい。

一 10 次時の学習内容を確認する。 ・ 本時の学習内容を振り

斉 返らせる。

(5) 検証の方法

ア 学習問題の工夫

課題把握と見通しの段階で，相似な三角形を見つけ，相似な図形の性質を利用して，問題を解決し

ようとしていたかを生徒の観察及びノートの記述から確認する。

イ 発問の工夫

見通しの段階で，問題解決に向けて，三角形の相似や比例式，線対称を利用できそうだという生徒

の発表及びつぶやきから確認する。

自力解決の段階で，三角形の相似を見つけて比例式で求めたり，線対称を利用して相似の性質や平

行線と線分の比の関係から比例式で求めたりすることができたかを生徒の観察及びノートの記述から

確認する。

相互解決の段階で，根拠を明らかにしながら，数学的な表現を用いて説明することができたかをペ

ア学習の生徒の観察やノートの記述から確認する。

Ｐ

Ｂ
Ｑ

Ｃ


